
＜ 正解 鼻を押さえて上を向く＞

第35回 子どもの鼻血（2022年2月22日 日本経済新聞掲載） 「健やか情報」ページに戻るトップページに戻る

クイズの解説

鼻血が出たら、小鼻をつまみ、下を向きましょう。

Ⅰ

鼻血を出した時の観察ポイント

1.正しい止血を続けても、
鼻血が10分以上止まらない

2.いったん止まった鼻血が、
しばらくするとまた出てくる

3.頻繁に鼻血を繰り返す

4.手足などに青あざがある

5.多量の出血をする

6.顔色が青ざめている

子どもの鼻血のほとんどは、自分で鼻をいじることによって、鼻の入り口付近に傷ができることが原因です。「キーゼルバッハ部位」と呼ばれる膨れあがった
血管や細かい血管（毛細血管）の集まった箇所が破れることによって出血します。
花粉症やアレルギー性鼻炎になっている子どもは、鼻がかゆくなりやすく、つい鼻をいじってしまいます。鼻の粘膜が弱り炎症を起こしているときは、血管も
破れやすく普段よりも鼻血が出やすい状態です。鼻水をかんだり、すすったり、くしゃみの刺激で鼻血が出ることもあります。

【正しい止血方法：下を向く】
鼻血が出たときは、椅子に座って5～10分間、小鼻のやや前側を親指と人差し指でつまんで、下を向きましょう。座ることが難しい場合は、横向きに
寝かせて小鼻をつまみます。ほとんどの鼻血は、この方法で止血することができます。（目頭や鼻の付け根の固い部分をつまんでも鼻血は止まりません。）
小さなお子さんの場合は、まずは落ちつかせあげて、大人がつまんで止血してあげてください。

【間違った止血方法：上を向く】
鼻血が垂れてこないように上を向かせて止血しようとすると、血が鼻からのどに流れ込んでしまい、気持ちが悪くなったり、嘔吐の原因になったりします。
鼻血が口にまわってきたらすぐに吐き出せるよう、前かがみの姿勢をとりましょう。

【状況に応じた止血方法】
正しい止血方法を行う際に、鼻をつまんだ状態でじっとしていられない子どももいます。その場合は、鼻血が出ている片方の鼻だけを押さえる、又は、綿
球やガーゼを鼻に入れて止血するとよいでしょう。ただし、これらを使用する場合は、鼻から取り出す際に粘膜を傷つけないよう、また鼻の奥に入り過ぎて取
れなくなってしまわないように、十分に注意しましょう。
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